
1A1A1A1A＿＿＿＿単単単単一一一一一一一一一一一一４４４４本本本本・・・・効効効効率率率率をををを考考考考考考考考        

単一一一４本・一電電電の懐中一灯を改改すすすすす効率を考考。  

乾一一が四本すにすに、一一の一圧が６Ｖすにす。 白白ＬＬＬが点灯すす一圧は３．５Ｖでです。 このすす一圧を下げ

になななＬＬＬが壊なれす。 

一一を効率率く電っっ、１番番く電うすは、どの回回がががのがを考考しれす。  

単純す抵抵抵だなで一圧を落にすのが簡単ですが、一圧が下がすに光光も下がが、 この方方はうれくでがれはは。一一

の最最実電用用一圧を何Ｖすすすがすがっっ、 回回は変がれすが、端端一圧０．９Ｖ、 四本で３．６Ｖがか１５０ｍｍを

取が出すのは不用用でしでう。 

昇一圧回回を電がっ、ＬＬＬを直直す点灯すす方方や、降一圧回回で効率率く 点灯すすにど、多くの回回が浮がかれ

すが、 どの方方が確実で効率がががのでしでう。  

オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオのののの定定定定一一一一定定定定回回回回回回回回にににに、、、、抵抵抵抵抵抵抵抵抵抵抵抵電電電電電電電電のののの回回回回回回回回のののの一一一一定定定定    

 

オオオオオを電っす定一定回回に、抵抵抵で一圧を落にしす回回の一定 。 

回回は比比の為す、白白ＬＬＬを５個点灯さは、１００ｍｍを消消すすにしれす。  

上上のデデデは実実値です。 

オオオオオを電っす定一定回回は、綺綺にデデデすにが、光光は変化しれはは。 効率は、一一一圧が６Ｖの時す、３．５

／６＝５５％です。 

抵抵抵だなで一圧を落にすのは簡単ですが、一圧が下がすに光光も下ががれす。 光光の変化は、一定す比比すすにす

なな、６Ｖの時を１００％に言えな、 ３．５Ｖのにのは２０％です。 こなでは実電用に明すさではでがれはは。  

効効効効率率率率をををを元元元元すすすす計計計計計計計計ししししすすすす、、、、各各各各一一一一圧圧圧圧のののの時時時時のののの所所所所所所所所一一一一定定定定    

 

回回は比比の為す、白白ＬＬＬを５個点灯さは、１００ｍｍ、 ０．３５Ｗを消消すすにしれす。 

上上のデデデは計計値です。  

 

白白ＬＬＬを点灯すす方方すは、直直すににに、昇一圧回回で点灯すす方方に 並直す並べ、降一圧回回を電う方方

がでがれす。 １個のＩＩで一圧を監監しにがか、最最は降一圧、一一一圧が下がすに昇一圧す 自自で変す回回もでが

れす。  

 

上の表は、出出０．３５Ｗを取が出すすすの各一圧すになす必所一定です。 すべっ計計値ですので、実実すすに幾かが

違がれす。 随分分がか電わなっがす、昇一圧、降一圧、両方の回回がでのすＴＬ４９４を 電っっ実実すすに、最悪は効

率３０％を切がれす。最率で５５％位です。  
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一一一圧が下がすに、内部抵抵も増えっ、３．６Ｖで１５０ｍｍは 取が出はすのでしでうが、疑疑です。 

もし、最最一圧を１Ｖ、四本で４Ｖにすすにかな、苦労しっ作っす回回の効率が ４０％以下では浮がななれははか！  

 

ここで考えっがす物は、単一一一４本ですがか、 多分、ＬＬＬは１５～２０個ですので、必所一定は３～４００ｍｍくかが

です。 その為もっに効率は下がすでしでう。  

ダダダダダダダダオオオオダダダダオオオオダダダダデデデデデデデデデデデデ方方方方方方方方のののの考考考考考考考考    

一電一圧がＬＬＬの所所一圧がが高が場場は、 降圧回回を電うに効率がががに言わなっがす。 

本当がどうがの実実です。  

 

 

白白ＬＬＬを４個点灯さは、信号は矩矩矩を入出しす。周矩数５１２９ｈｈ  

 

白白ＬＬＬをパパパ点灯さはっ、１００％通一に同じ光光を得すすは、 

６０％通一では、２．４倍 

５０％通一では、３倍 

の一定を定す必所がでがれす。 

上上の回回では、２０ｍｍｍ４ｍ３＝５０ｍｍｍ３＝２４０ｍｍ 

 

 

ＩＩＩは一電一定、Ｉ、、、はオオオパダデオで見す抵抵Ｒ２の両端の矩高値を 一定す換計しすものです。 

白白ＬＬＬをパパパ点灯さはすに、食がれすか。 定一定回回にか何時も５０ｍｍです。  

 

ちにちす、手元すです市市の、単四２本で昇圧回回を内内しすＬＬＬ一個点灯の 懐中一灯はパパパ点灯にので随分

食がれす。 

３Ｖ時す１１５ｍｍ、２．６Ｖ時す５０ｍｍ、２．２Ｖ時す６５ｍｍです。 

そしっ３Ｖ時す、６３％通一で、ＬＬＬす４５ｍｍ定しっがれす。。２．２倍）  

1A_2/2 


